
生徒数 １１２
学級数 ６ ■昭和22年4月1日
教職員数 ２６ 学制改革により、独立校として
保護者世帯数 １０２ 荒川青年学校校舎内に設置

■創立77年

(1)授業づくり
「わからないことがわかる」「できないことがで
きる」を生徒に実感させる授業の実践

(2)学級づくり
◆生徒のよさを伸ばすことができる教師 「規範意識と好ましい人間関係により、お互い
◆生徒の心を理解しようとする教師 に尊重し合う学級づくり」
◆保護者の願いを誠実に受け止められる教師 (3)心づくり
◆社会から信頼される教師 「積極的な生徒指導に努め、自己指導能力の育

成」を目指す

１ 全ての生徒を尊重し、心と命を育むための充実した学校生活を根幹とする。
２ 一人一人を伸ばす教育の推進・学級経営の充実
３ 生徒・保護者・地域と教職員との信頼関係を深め、教育効果を高めるため適切な情報提供と説明責任を果す。
４ 全教職員が学校運営の参画意識をもち、仕事を楽しめる学校創りを推進する。

（１） 一人一人を確実に伸ばす教育、わかりやすい授業を創造する。
（２） 健康で安全な規則正しい生活を営むための実践力を育成する。
（３） 生徒の望ましい成長と自己実現への支援を行う。
（４） 全教職員の共通理解に基づいた生徒指導･教育相談体制を確立する。
（５） 生徒一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の推進を図る。
（６） 郷土の伝統文化である「白久の串人形芝居」「神明社神楽」の継承、発信に取り組む。

学校研究課題
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力を合わせ
共に高め合う

・規範意識の醸成や基本的な生活習慣の確立

・地域と連携し豊かな心を育む環境の整備

・秩父の未来を担う子供たちの育成

ＩＣＴを活用し、学力向上を図る授業心を育む道徳教育の充実

自ら考え
自らの意思で
決断し
行動する


